
つ
て
防
製
の
地
と
し
た
慇
．て
あ
る
か
ら
、
大
同
附
近
に
古
代
の

選
物
を
飢
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
無
い
、
そ
れ
だ
か
ら
予
は
北

清
建
築
の
研
究
を
甚
ガ
賞
要
な
る
事
と
認
め
る
の
ぞ
あ
る
。

（完
了
）

α
凝
濯
げ
ぽ
だ
げ
´
♂
ぽ
ぽ
ゲ
″
ｒ
　
式
根
島
新
移
住
者
の
旭

麟
本
定
育
が
最
初
宅
地
を
相
し
て
間
拓
せ
ん
と
す
る
の
際
奮
鏡

二
面
と
土
器
数
欄
と
を
地
中
よ
う
賛
兄
し
た
う
と
云
ふ
．
含
て

新
鮨
式
縫
島
を
多
年
罰
査
し
た
る
水
越
正
義
氏
の
説
に
蝶
れ

ば
、　
一
面
は
比
較
的
新
ら
た
な
る
も
、　
一
面
は
園
形
古
銅
鏡
に

し
て
少
く
も

一
千
年
前
の
も
の
、
土
器
は
古
墳
時
代
に
朋
す
る

も
の
な
る
べ
し
と
云

へ
う
。
云
々
。

（十
月
都
新
聞
）

◎
土
佐
の
古
建
築
　
内
務
省
技
師
伊
東
工
拳
博
士
は
、
去
る
三

十
三
年
五
月
高
知
縣
長
岡
郡
五
儘
山
竹
林
寺
修
繕
補
助
費
出
願

に
開
す
る
賓
地
調
査
の
鶯
め
出
張
し
、
同
寺
の
文
珠
堂
、
二
重

壼
、
錨
櫻
生
及
び
土
佐
紳
走
の
本
殿
、
舞
殿
国
分
寺
の
本
量
等

を
調
査
し
た
る
事
あ
う
し
も
、自
本
英
性
に
打
過
ぎ
居
う
し
が
、

一́
一二ハ
，́ヽ^

今
回
同
省
保
存
會
ょ
う
亀
岡
技
師
出
張
し
、　
一
昨
十
六
日
原
懸
．

聯
の
難
内
に
て
土
佐
紳
甦
．
五
墾
山
竹
林
寺
、
回
分
寺
の
筵
逸
・

物
調
査
を
途
げ
た
る
結
果
、
土
佐
紳
離
の
本
殿
と
竹
林
等
の
父

珠
生
は
合
格
の
見
込
み
あ
る
由
に
て
、
ス
た
文
珠
生
の
大
祓
棋

に
付
て
は
少
く
と
も

一
萬
五
十
国
以
上
の
修
繕
費
を
要
す
べ
き

見
込
な
う
た
。

（九
月
上
陽
新
聞
）

◎
ぽ
ば
が
が
響
だ
　
と
題
し
て
ヽ
去
月
六
日
の
信
濃
新
聞
に
裁

す
る
所
左
の
如
し
。

▲
商
佐
人
部
　
田
田
村
大
学
田
日
に
古
墳
あ
れ
ど
も
由
恭
詳
か

な
ら
ず
、
岸
野
村
大
学
件
野
に
依
田
僣
慕
の
墓
、
北
相
木
大

字
北
相
木
に
作
陽
貞
長
の
基
あ
う
。

▲
北
佐
久
郡
　
協
和
村
大
字
比
田
非
に
彦
猿
島
王
の
墓
、
本
牧

村
大
学
駆
ル
に
武
陵
、
春
日
村
大
学
春
日
に
松
不
康
国
の
基

あ

う

。

▲
小
縣
部
　
長
村
大
学
具
田
に
奥
田

一
徳
齋
の
墓
、
同
村
字
横

尾
に
具
田
信
網
の
墓
「
川
邊
村
大
字
下
ノ
條
に
板
垣
信
形
、
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グ
ｒ
が
絆
、
が
げ
職
だ
絆
ヽ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
齢
等
の
基
あ
う
。

▲
更
級
郡
　
川
柳
村
大
学
石
川
に
古
績
わ
れ
ど
も
由
家
詳
か
な

ら
ず
、
西
寺
尾
村
杵
灘
に
武
ｒ
伊
賓
の
墓
、
櫂
里
村
大
学
下

氷
飽
に
室
住
餞
定
の
壌
等
あ
う
ｃ

森
饉
科
郡
農
舞
精
字
闇
屋
に
高
坂
昌
ん
の
基
、
松
代
町
字
業
に

げ
が
ぼ
孵
ヽ
貯
ｒ
ぼ
が
の
暮
等
あ
う
。

▲
上
高
井
郡
　
椰
住
材
大
字
雁
田
に
編
島
正
則
の
墓
あ
ぅ
。

▲
諏
訪
郡
　
止
露
訪
町
ｔ
松
不
忠
卸
の
墓
、
下
諏
勧
町
に
日
根

野
高
畿
籐
の
纂
あ
う
、
此
他
省
古
墳
わ
れ
ど
も
由
家
詳
か
な
ら

ず
。

△
上
伊
那
灘

・
高
速
町
字
西
高
逮
に
保
料
正
直
の
墓
、
美
和
紺

攀
晨
谷
鷲
殿
麟
責
貯
外
七
名
の
塚
、
同
河
合
に
仁
科
信
盛
、

が
ぼ
ば
齢
孵
―
ド
ぼ
Ｆ
ヽ
爾
が
財
が
齢
ぼ
グ
ｒ
材
此
他
議
士

の
塚
等
あ
う
。

▲
下
伊
那
郡
　
渡
企
構
警
波
合
に
ガ
良
親
王
の
墓
を
始
め
青
山

購
ｒ
ヽ
分
澪
鮫
鯖
―
お
Ｆ
籍
管
、
世
貯
貯
鞍
だ
、
ｒ
ｒ
ぼ
ぼ

籍
ヽ
孵
ガ
麟
絆
０
墓
筆
ト
ウ
・

総
棄

　

報

▲
東
筑
牌
郡
　
岡
田
村
字
岡
本
に
ぼ
ず
ぽ
ど
王
の
墓
と
が
Ｔ
Ｆ

締
麒̈中靭
獄
『
鰤
絆爆卿麟
］牌
颯

司
塚
あ
う
。

▲
市
安
糠
郡
　
有
靭
村
に
小
着
嶽
間
書
の
墓
あ
う
。

▲
北
安
機
郡
　
大
町
村
に
仁
科
盛
忠
の
墓
あ
う
。

○
編
者
い
ふ
。
式
根
島
音
銅
梵
以
下
の
三
項
は
、
前
洗
本
誌
上

に
掲
載
の
笹
に
て
闘
久
中
に
も
記
し
た
ぅ
し
が
、
植
字
の
上

百
数
の
都
合
に
て
省
き
ぉ
き
し
に
よ
り
、
こ
こ
に
再
び
探
録

す
る
こ
と
と
せ
ぅ
。

Ｏ
ば
朝
幡
ば
ｒ
が
ｒ
肝
ぽ
ぽ
貯
　
去
九
月
二
十
九
日
岐
卑
縣
可

撼
郡
慶
見
村
大
字
伊
呑
小
学
陵
曲

（篠
名
身
除
山
と
云
ム
）
に

於
て
古
鏡
及
び
石
剣
共
他
敷
組
の
石
器
を
構
掘
し
た
る
由
な
る

が
、
同
古
器
物
は
石
に
て
箱
機
の
物
を
進
０
英
内
に
納
め
、
土

中
深
く
埋
洩
し
、
間
圏
は
赤
粘
土
に
て
固
め
あ
う
し
や
に
て
、

少
し
も
破
機
の．
欄
所
な
く
、
彫
刻
の
議
様
等
ょ
う
察
す
れ
ば
餘

機
古
代
の
物
も
し
く
見
ゆ
れ
ぜ
も
、
果
し
て
何
れ
の
時
代
に
騰

三
六
七

咄
寄
詰
肩
肛
０
中
繭
清
映
ざ
計
満
靭
Ｓ
（
）
。
耐
寄
耐
球
＝
⑮
叫
部
悦
か
■
ざ
飛
ノ
飾
側

．
円
前
柵
サ
（
嗅
ら
，
湿
０
ウ
む
ｓ
熙
）
。
回
計
画
が
国
咄
器

「信濃の Ll・墳墓J(考 ぎI会 2(6)、 1902、 日立国会図書館)


